
日食写真の撮り方

榊 原 幸 雄

8 3年インドネシア ・ニュ ー ギニア日食には、 1,000名以上のアマチュアが日食観測に参加す

るよう です。 初めて日食の撮影を試みる人が多いと思います。 そこで、 初心者のための日食写真

の撮り方について簡単に説明することにします。

撮影機材としては何が必璽か

小型赤道儀に駆動装置をつけ て太陽を自動追尾できれば完璧ですが、 そんなことをしなくても

1眼レフカメラ・望遠レソズ・三脚そしてレリ ー ズがあtu-!、 一応 コ ロナを撮ることができます。

レンズの焦点距離は

最低で も 20 0 aはほしいところです。 最近普及してい る500 mmの反射望遠はコソパクトな

ため、 海外遠征ではよく使われています。 テレブラスを用いて1,000mmにすることもできます

が、 コ ロナのひろがりをとるには望遠すぎます。

フィルムは何がいいか

スライドフィル ムで 撮影する 人がほとん どです 。 コグクローム64および25 、 エ ククク ロ ー ム

6 4、 フジクロー ム10 0などがよく使われています。 日食当日、 風が強いと、 カメラブレを起こ

す可能性もあるので、 エ クククロー ム40 0 のような高感度フィルムも用意しておく といハでしょう。

ネガカラー での撮影はあまり行なわれていませんが、 ブリソトのしやすさ、 ラキチュードの広さなどの

利点があるので使ってもおもしろいと思います。

フィルタ ー は必要か

部分食の撮影のために、 コ ダックのゼラチソフィルクD4を用いて1万分の1に減光します。

ケ｀ノ コ ーのテクソカルホルダを用いてペラペラのゼラチソフィルク ー をレソズ前面に取りつけま

す。 反射望遠の場合はフィルク ー ホルダを自作する必要があります。

撮影準備がととのってきました。 日食の撮影にとりかかることにしましょう。 部分食から コ ロナ

まで順に説明していくことに します。 適正露出時間は、 一覧表にまとめました。

部 分 食

コロナばかり に注目しない で日食全体をとらえる意見からも、 是非撮影してください。太陽の
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